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  このたびの受賞，大変光栄である．本業績は多く

の関係者の支えがあったからこそ成し得たものであ

る．この場を借りて御礼を申し上げる．

　今回開発した通信速度推定技術は，通信網の通

信速度を，0.2 秒という短時間（従来比約 1/35）に，

81 キロバイトという極少量の通信負荷（従来比約

1/600）で，高精度（95% 以上）に推定する技術である．

　本研究の背景として，スマートフォン時代のモバ

イルユーザの価値基準が，音声通話中心の時代の

「つながりやすさ」から，データ通信サービスを快適

に利用できる「通信速度」へ変化したことが挙げられ

る．その結果，通信キャリアでは，時間帯や場所に

より変動する通信速度を把握するニーズが高まって

いる．しかし，従来のスピードテストによる計測で

は長い計測時間と大きな通信負荷が発生するため，

大規模な通信速度計測は非現実的であった．

　我々は，通信速度は通信経路上のボトルネック個

所のルータで律速されると見なし，許容送信レート

以上のパケットが到着すると，同ルータ内でパケッ

トが一時的に蓄積され，キューイング遅延が発生す

る原理に着目した．この原理を応用し，送信レー

トを徐々に増加させて，キューイング遅延が発

生し始める時点の送信レートから通信速度を推

定する．本技術では，送信側から，百個前後の

各パケットを 1 ミリ秒以下の等間隔で短時間に

送信する．このとき，各パケットのサイズを線

形に増加させて送信レートを徐々に増加させる．

受信側は，パケット列を受信し，キューイング

遅延により受信間隔が広がり始めるパケットを

特定し，そのパケットの送信レートを通信速度

の推定値とする．

　我々は，本技術を短時間・低通信負荷で高精度に

通信速度を「見える化」できる世界唯一の製品として

商用化した．本製品は，複数の事業者に採用され，

世界中で累計 1 千万台規模のスマートフォンに導入

されるに至った．

　これにより，通信キャリアは，全国各地の通信速

度の変化を精緻に把握できるようになり，基地局な

どの設備計画に反映させて通信環境を改善している．

アプリケーションサービス事業者は，通信速度に応

じた適切なサービス提供によりユーザ体感品質を向

上させられるようになり，ユーザは，適切な通信回

線を選択して良好なモバイルサービスを享受できる

ようになった．本技術は，通信サービス品質の向上

に寄与し，国民の有限の共有財産である電波資源の

有効利用に貢献している．
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